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(57)【要約】
【課題】　シャンクを設けることなく靴底の歪み防止及
び足への負担を軽減でき、靴の製造工程を削減できる靴
底を提供する。
【解決手段】　靴底１は、足裏をつま先部から土踏まず
を経て踵部に渡り支持するインソール３０と、インソー
ル３０の下面前部に設けられたアウトソール７０と、イ
ンソール３０の土踏まずから踵部に渡る部分の全面を支
持する上面が平坦面に形成されたリブ部５２と、リブ部
５２の後端部を接地面に対して支持し、硬質の合成樹脂
によりリブ部５２と一体に形成されたヒール部５１とを
有し、リブ部５２は下方に向けて突出し、左右方向に沿
った横断面の外形が曲面に形成されている。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　足裏をつま先部から土踏まずを経て踵部に渡り支持するインソールと、
　前記インソールの下面前部に設けられたアウトソールと、
　前記インソールの土踏まずから踵部に渡る部分の全面を支持する上面が平坦面に形成さ
れたリブ部と、
　前記リブ部の後端部を支持し、前記リブ部と一体に形成されたヒール部とを有し、
　前記リブ部は下方に向けて突出し、左右方向に沿った横断面の外形が曲面に形成されて
いることを特徴とする靴底。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記インソールは、靴底に対する曲げ剛性及びねじり剛性に寄与しない部材であること
を特徴とする靴底。
【請求項３】
　請求項１及び２のいずれか１項において、
　前記インソールのつま先部には開口が形成されることを特徴とする靴底。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項において、
　前記インソールの上にインナーソールが重ねて配置されたことを特徴とする靴底。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項において、
　前記インナーソールの下面の踵部に対応して高反発クッション材が配置され、つま先部
に対応してソフトタイプのクッション材が配置されていることを特徴とする靴底。
【請求項６】
　請求項１乃至５のいずれか１項に記載の靴底を備えることを特徴とする靴。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、踵の高い靴であるヒールを備えた靴底に係り、特に、シャンクを設けること
なく靴底の歪み防止及び足への負担を軽減でき、靴の製造工程を削減できる靴底及び靴に
関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のパンプス、スリングバック等のヒールを備えた靴底は、つま先から踵後端部まで
に渡って延びる足裏が接する中底と、ヒール部と、床面に接する靴底部の表底（アウトソ
ール）を有する。中底には、踵部分から土踏まずまで、金属製のシャンクが設けられ体重
の負荷により靴底の歪みを防止すると共に、足への負担を軽減している。中底の踵部分に
ヒール部のヒールを合わせ、シャンクを通してヒールネイルをヒール部に打ち込み、中底
にヒール部を固定している（特許文献１）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－２３５８９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来のヒールを備えた靴底において、中底に設けたシャンクが中底内で緩みが生じると
、シャンクの機能が低下し、足の負担が大きくなる。中底とヒール部をヒールネイルで固
定しているので靴の製造工程が増え、また中底からヒール部が外れるおそれもある。
【０００５】
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　そこで、本発明は、このような従来の技術の有する未解決の課題に着目してなされたも
のであって、シャンクを設けることなく靴底の歪み防止及び足への負担を軽減でき、靴の
製造工程を削減できる靴底及び靴を提供することを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　〔発明１〕　上記目的を達成するために、発明１の靴底は、足裏をつま先部から土踏ま
ずを経て踵部に渡り支持するインソールと、前記インソールの下面前部に設けられたアウ
トソールと、前記インソールの土踏まずから踵部に渡る部分の全面を支持する上面が平坦
面に形成されたリブ部と、前記リブ部の後端部を支持し、前記リブ部と一体に形成された
ヒール部とを有し、前記リブ部は下方に向けて突出し、左右方向に沿った横断面の外形が
曲面に形成されている。
【０００７】
　〔発明２〕　さらに、発明２の靴底は、発明１の靴底において、前記インソールは、靴
底に対する曲げ剛性及びねじり剛性に寄与しない部材である。
【０００８】
　〔発明３〕　さらに、発明３の靴底は、発明１及び２のいずれか１の靴底において、前
記インソールのつま先部には開口が形成される。
【０００９】
　〔発明４〕　さらに、発明４の靴底は、発明１乃至３のいずれか１の靴底において、前
記インソールの上にインナーソールが重ねて配置された。
【００１０】
　〔発明５〕　さらに、発明５の靴底は、発明１乃至４のいずれか１の靴底において、前
記インナーソールの下面の踵部に対応して高反発クッション材が配置され、つま先部に対
応してソフトタイプのクッション材が配置されている。
【００１１】
　〔発明６〕　一方、上記目的を達成するために、発明６の靴は、発明１乃至５のいずれ
か１の靴底を備える。
【発明の効果】
【００１２】
　以上説明したように、発明１の靴底によれば、リブ部は曲げ剛性及びねじれ剛性が高く
、ヒール部と一体形成されているので、リブ部の根本部の剛性が高く、靴底の歪みが軽減
され、また足への負担も軽減する。
【００１３】
　さらに、発明２の靴底によれば、インソールの剛性は不要なので、インソールを種々の
材料で構成することができ、また製造工程の削減が図れる。
【００１４】
　さらに、発明３の靴底によれば、開口によりインソールのつま先部に大きな屈曲性を付
与することができ、優れた歩行性が得られる。
【００１５】
　さらに、発明４の靴底によれば、インソールの上にインナーソールを重ね、クッション
性の良好な靴底を提供することができる。
【００１６】
　さらに、発明５の靴底によれば、足裏を保護することができる。
　一方、発明６の靴によれば、歩行時に靴底が曲がらず、捩じれないので、足が疲れにく
く優れた歩行安定性が得られる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明による靴底の第１実施形態を示す分解斜視図である。
【図２】図１に示す靴底を構成するヒール部の右側面図である。
【図３】図１に示す靴底を構成するヒール部の背面図である。
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【図４】（ａ）図１に示す靴底の底面図、（ｂ）は（ａ）のＡ－Ａ線断面図である。
【図５】図１に示す靴底の外観斜視図である。
【図６】図１に示す靴底のアウトソールの外面側の平面図である。
【図７】図１の靴底をパンプスに適用した第２実施形態を示すパンプスの右側面図である
。
【図８】図７に示すパンプスの左側面図である。
【図９】図７に示すパンプスの正面図である。
【図１０】図７に示すパンプスの背面図である。
【図１１】図７に示すパンプスの上面図である。
【図１２】図７に示すパンプスの底面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、本発明を図面に示す実施形態に基づいて詳細に説明する。
〔第１実施形態〕
　図１は本発明による靴底の第１実施形態を示す分解斜視図、図２～図５は図１に示す靴
底のスタビライザーヒール５０の右側面図、背面図、底面図及び同底面図のＡ－Ａ線断面
図、外観斜視図である。
【００１９】
　まず、靴底１の構成を説明する。
　図１において、靴底１は、中敷きであるインナーソール１０と、インソール（中底）３
０と、スタビライザーヒール５０と、本底又は表面であるアウトソール７０とを有する。
インナーソール１０とインソール３０は輪郭形状が同一形状に形成され、重ね合わせて接
着剤により接着される。インナーソール１０とインソール３０との間には、踵部分に対応
して踵クッション材１１が配置され、つま先部分に対応して第１つま先クッション材１２
が配置される。インソール３０のつま先部３１の下面にアウトソール７０が接着剤により
接着され、インソール３０の踵部３２がハイブリッドヒール５０の上面に接着剤により接
着される。インソール３０とアウトソール７０との間に、重ね合わせられた第２つま先ク
ッション材３３と第３つま先クッション材３４が配置されている。
【００２０】
　次に、インナーソール１０の構成を説明する。
　インナーソール１０は、足裏形状に合わせた三次元立体構造に形成され、例えば上生地
１３が本体部１４の上面に接着されている。インナーソール１０の踵クッション材１１と
第１つま先クッション材１２は予めインナーソール１０の本体部１４の下面に接着されて
いる。踵クッション材１１は高反発クッション材により構成されて踵に加わる衝撃を緩和
する。第１つま先クッション材１２は、足触りの良いソフトタイプのクッション材が使用
されている。第１つま先クッション材１２は、足の疲れを軽減する高衝撃吸収性、蒸れを
防止する通気性、低湿度を維持して快適性を提供する吸湿性、へたり防止の耐圧性、清潔
さ維持の抗菌性を有する。
【００２１】
　次に、インソール３０の構成を説明する。
　インソール３０は、例えば厚紙等で三次元立体構成に形成されたインソール本体部３５
と、インソール本体部３５の下面で踵部３２に接着されたインソールクッション部３６に
より構成されている。インソール３０は、つま先部３１に略四角形形状の開口３７が形成
されている。開口３７により、インソール３０のつま先部３１に大きな屈曲性を与えるこ
とができる。第２つま先クッション材３３と第３つま先クッション材３４は開口３７の開
口形状に合致した外形に形成され、開口３７内に密嵌合される。第２つま先クッション材
３３と第３つま先クッション材３４は、硬質タイプのクッション材で形成され、第１つま
先クッション材１２と同様に足の疲れを軽減する高衝撃吸収性、蒸れを防止する通気性、
低湿度を維持して快適性を提供する吸湿性、へたり防止の耐圧性、清潔さ維持の抗菌性を
有する。なお、インソール３０には、従来例では配置されていたシャンクは配置されてい
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ないため、また材質も剛性がないので、靴底１に対する剛性に寄与しない部材である。な
お、インソール３０の傾斜している土踏まず部の裏面側には、傾斜角度を維持するための
板状の矯正板（不図示）が固定されているが、従来のシャンクとは異なり、曲げ剛性及び
ねじれ剛性に寄与するものではない。
【００２２】
　次に、スタビライザーヒール５０の構成を説明する。
　スタビライザーヒール５０は、ヒール部５１と、リブ部５２と、トップリフト５３を有
する。図２～図５に示すように、ヒール部５１とリブ部５２とは硬質の合成樹脂により一
体成形により一体的に形成されている。ヒール部５１は、リブ部５２の後端部を接地面に
対して支持し、ヒール部５１のヒール下端５１ａから上方に向けて外怪が漸増する脚形状
に形成されている。なお、ヒール部５１のヒール下端５１ａには、ヒール下端５１ａの摩
耗損傷防止等のためにトップリフト５３が固定されている。
【００２３】
　図２及び図５に示すように、リブ部５２は、ヒール部５１のヒール上端５１ｂから土踏
まず５４の先端５５まで下向きに傾斜して延びている。図５に示すように、リブ部５２の
上面５６が略矩形平面形状に形成され、踵側の横断面積が大きく形成されている。したが
って、ヒール部５１の付け根部分おけるリブ部５２の捩じれ剛性は高く、殆どねじれが生
じない。
【００２４】
　図４に示すように、リブ部５２は、上面５６が平坦面で、下面５７が下方に向けて湾曲
した凸形状に形成されている。リブ部５２は、下面５７が左右両側面及び背面から直接見
えることから美観が要求される。特にパンプス等のヒールを備えた靴において、靴底１の
下面５７の外観形状は重要な美的要素である。一方、従来の靴底において、シャンクが靴
底の曲げ変形、捩じれを防止していた。これに対し、本実施形態の靴底１では、リブ部５
２が靴底の曲げ変形、捩じれ防止機能を果たしている。従来のシャンクは、幅がインソー
ルの幅よりも狭く、高さ（厚さ）も低い。これに対し、本実施形態のリブ部５２はインソ
ール３０と同幅であり、図４（ｂ）に示すように高さも高い。したがって、本実施形態の
リブ部５２剛性は、従来のようにシャンクを備えたインソールの剛性に対して非常に高く
なる。その結果、靴底１の歪みが飛躍的に減少し、足の疲れを大きく軽減させることがで
きる。
【００２５】
　リブ部５２の先端部の裏面には、アウトソール７０の後端縁７１の外形形状に合わせて
平面略Ｖ字形状の窪み部５８が形成されている。本実施形態では、図８に示すように、ア
ウトソール７０の湾曲した後端縁７１がインソール３０の土踏まずまで達している。この
ため、図５に示すように、リブ部５２の先端部の裏面側に形成された窪み部５８にアウト
ソール７０の後端部が嵌まり込み、アウトソール７０とリブ部５２との間にできるだけ段
差が生じないようにしている。
【００２６】
　次に、アウトソール７０の構成を説明する。
　図６に示すように、アウトソール７０は、インソール３０のつま先部３１の外形形状に
合致した外形に形成される。アウトソール７０の下面７２には、前後方向に沿って凹部を
なす３つの滑り止め部７３、７４、７５が形成されている。各滑り止め部７３、７４、７
５内には、ハニカム柄の凸部７６が所定の隙間７７を有して突設されている。凸部７６の
頂面には複数のドット部７８が形成されている。なお、凸部７６は内部が中空に形成され
、図１に示すようにアウトソール７０の上面７０ａには凸部７６の開口７９が形成されて
いる。
【００２７】
　上記した靴底１は、パンプス、ミュール、サンダル等のヒールを備えた靴に適用するこ
とができる。
【００２８】
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　第１実施形態による靴底１によれば、シャンクを用いずに靴底１の曲げ剛性及びねじり
剛性を高くすることができる。
【００２９】
〔第２実施形態〕
　図７～図１２は第１実施形態の靴底１をパンプス１００に適用した第２実施形態を示す
。図７はパンプスの右側面図、図２は図７に示すパンプスの左側面図、図９は図７に示す
パンプスの正面図、図１１は図７に示すパンプスの背面図、図１１は図７に示すパンプス
の上面図、図１２は図７に示すパンプスの底面図である。なお、図７～図１２に示すパン
プス１００は右足用を示す。左足用のパンプスは右足用のパンプス１００に対して左右対
称に形成される。
【００３０】
　本実施形態のパンプス１００は、アッパー１０１の下側縁部をインソール３０と靴底１
のハイブリッドヒール５０の上面５６とアウターソール７０の上面との間に挟んで接着剤
により接着される。そして、アッパー１０１の内側にインナーソール１０を配置して接着
剤により接着する。図７及び図８に示すように、ハイブリッドヒール５０の下面５７の下
端５７ａの前後方向に沿った曲線と、その上方におけるアッパー１０１の上縁１０１ａの
前後方向に沿った曲線を平行に形成することで、パンプス１００の側面デザインを引き立
たせることができる。
【符号の説明】
【００３１】
１…靴底、　１０…インナーソール、　１１…踵クッション材、　１２…第１つま先クッ
ション材、　１３…上生地、　１４…本体部、　３０…インソール（中底）、　３１…つ
ま先部、　３２…踵部、　３３…第２つま先クッション材、　３４…第３つま先クッショ
ン材、　３５…インソール本体部、　３６…インソールクッション部、　３７…開口、　
５０…スタビライザーヒール、　５１…ヒール部、　５２…リブ部、　５３…トップリフ
ト、　５１ａ…ヒール下端、　５１ｂ…ヒール上端、　５４…土踏まず、　５５…先端、
　５６…上面、　５７…下面、　５８…窪み部、　７０…アウトソール、　７０ａ…上面
、　７１…後端縁、　７２…下面、　７３、７４、７５…滑り止め部、　７６…凸部、　
７７…隙間、　７８…ドット部、　７９…開口、　１００…パンプス、　１０１…アッパ
ー、　１０１ａ…上縁
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【手続補正書】
【提出日】平成30年3月12日(2018.3.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　靴底に対する曲げ剛性及びねじり剛性に寄与しない部材であって、足裏をつま先部から
土踏まずを経て踵部に渡り支持するインソールと、
　前記インソールの下面前部に設けられたアウトソールと、
　前記インソールの土踏まずから踵部に渡る部分の全面を支持する上面が平坦面に形成さ
れたリブ部と、
　前記リブ部の後端部を支持し、前記リブ部と一体に形成されたヒール部とを有し、
　前記リブ部は下方に向けて突出し、左右方向に沿った横断面の外形が曲面に形成されて
いることを特徴とする靴底。
【請求項２】
　請求項１において、
　前記インソールのつま先部には開口が形成されることを特徴とする靴底。
【請求項３】
　請求項１及び２のいずれか１項において、
　前記インソールの上にインナーソールが重ねて配置されたことを特徴とする靴底。
【請求項４】
　請求項１乃至３のいずれか１項において、
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　前記インナーソールの下面の踵部に対応して高反発クッション材が配置され、つま先部
に対応してソフトタイプのクッション材が配置されていることを特徴とする靴底。
【請求項５】
　請求項１乃至４のいずれか１項に記載の靴底を備えることを特徴とする靴。
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